
平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

111,479 1,042 0.90 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

福祉総務課長
宮崎　守通

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 109,812 830 0.75

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 110,035 785 0.72

□ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

115,840 1,481 62.2 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

防災防犯課長
増原　貴文

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,414 1,525 63.5

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 114,772 1,580 63.5

□ （ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

115,840 262 90.6 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

防災防犯課長
増原　貴文

（ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,414 227 90.2

上乗 □ （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,772 204 90.2

□ （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

115,840 4 62.2 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

防災防犯課長
増原　貴文

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,414 5 63.5

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,772 7 63.5

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

住みやすさを感じるまち 施策番号・名 6 生活の安全・安心の向上 基本事業番号・名 ０６－０２

指標 指標事務事業名

防犯対策の充実

一般財源分

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明

現状維持

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

指標

事務事業全体

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

26年度以
降方向性

25年度以
降方向性

700

防犯協会支援事業

全額補助 一部補助有 市全額

義務的

事業
形態

市 内 は 防 犯
上、安全であ
ると感じてい
る市民の割合 5,381

5,019

3,468 4,168

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

現状維持

説明欄：空き巣やひったくり等、年々増加傾
向にあり、防災対策に対する市民ニーズは高
まっている。今後とも防犯活動を警察、行
政、防犯協会、市民との連携を強化し、犯罪
抑制に努める活動を推進していく。

努力義務的

市独自上乗せ（上乗・横出）

対象

根拠
法令
等

自主的

市民人口

直営（委託無）

手段
・

内容

一部補助有

手段
・

内容

防犯用立て看板、青色防犯パトロー
ル、田無地区防犯連合会少年野球大会
への参加、歳末特別警戒パトロール、
防犯グッズの貸与、広報紙での防犯Ｐ
Ｒ等

市全額

06-02-02

防災防犯課
防災防犯係

その他（　　　　　　　　　　　　　）

意図

25年度以
降方向性

700

現状維持

4,319

4,681

説明欄：空き巣やひったくり等、年々増加傾
向にあり、防災対策に対する市民ニーズは高
まっている。今後とも防犯活動を警察、行
政、防犯協会、市民との連携を強化し、犯罪
抑制に努める活動を推進していく。

700

東久留米市安全・安心まちづくり条例
東久留米市安全・安心まちづくり推進計画

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

安全で安心して生活できるまちづくり
の推進と市民等の自主的な地域安全活
動を支援する。

700

・補助金の交付（申請・報告）
・防犯協会の主な活動
（防犯対策の研究、防犯運動の計画策
定、防犯パトロール、防犯予防の協力
援助、青少年の健全育成事業（野球大
会の実施） 700

東久留米市防犯協会

防 犯協会 の活
動、事業への参
加者数(会員・
市 民 ・事 業所
等）

意図

全額補助06-02-03

防災防犯課
防災防犯係

根拠
法令
等

自主的 義務的

防犯に関する事務

その他（　　　　　　　　　　　　　）

努力義務的 現状維持

3,258 4,887 8,145

対象 市民、団体、事業所

市民人口
防犯に関する啓
発・情報提供、
防犯活動等 317

防犯に気をつ
けて生活して
いる市民の割
合

3,258

25年度以
降方向性

説明欄：犯罪防止及びその抑制効果を上げる
ため、自治会、老人クラブ、企業等を中心に
防災ボランティア団体に防犯グッズを貸与し
防犯活動を推進していく。

説明欄：犯罪防止及びその抑制効果を上げる
ため、自治会、老人クラブ、企業等を中心に
防災ボランティア団体に防犯グッズを貸与し
防犯活動を推進していく。

現状維持現状維持
26年度以
降方向性

現状維持

317

説明欄：

東久留米市安全・安心まちづくり条例
東久留米市安全・安心まちづくり推進協議
会規則

その他（　　　　　　　　　　　　　）

東久留米市安全・安
心まちづくり推進協
議会開催事業

全額補助

事業
形態

直営（委託無）

努力義務的

事業
形態

直営（委託無）

市 内 は 防 犯
上、安全であ
ると感じてい
る市民の割合

06-02-04

防災防犯課
防災防犯係

根拠
法令
等

自主的 義務的

対象

市民人口
協議会の開催及
び開催事業数

市独自上乗せ（上乗・横出）

市独自上乗せ（上乗・横出）

246

説明欄：都市型犯罪の増加傾向に伴い、防犯
活動に取り組んでいる協議会に対し継続的支
援を行い、市民意識の高揚を促進する。

安全で安心して生活できるまちづくり
の推進と市民等の自主的な地域安全活
動を支援する。

「東久留米市安全・安心まちづくり推
進協議会」の主催により、自治会、自
主防犯ボランティア及びわんわんパト
ロール隊員を集め防犯講演会を実施し
た。

市民、団体、事業所

安全で安心して生活できるまちづくり
の推進と市民等の自主的な地域安全活
動を支援する。 3,596

25年度以
降方向性

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

説明欄：

説明欄：都市型犯罪の増加傾向に伴い、防犯
活動に取り組んでいる協議会に対し継続的支
援を行い、市民意識の高揚を促進する。

1,053

説明欄：25年度以
降方向性

26年度以
降方向性

現状維持

246 603

481 778

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 25年度以

降方向性

2,026

1,053 822

300 444 744

4,414 4,731

700

現状維持
26年度以
降方向性

326326 3,270

関連行事参加
者数／関連行
事に参加でき
ると思われる
概ね5歳以上の
市民の数

現状維持

2,215

25年度以
降方向性

現状維持

市民が犯罪の防止と罪を犯した人たち
の更生について理解を深める契機とな
る。

全額補助

市独自上乗せ（上乗・横出）

説明欄：市内の犯罪を予防し地域社会の安全
及び住民福祉の向上を図る目的で保護司を更
生福祉協力員へ委嘱している。
市内の小中学校の生活主任教諭との懇談会の
実施や社会を明るくする運動の開催。
社会を明るくする運動市民のつどい・音楽祭
では、運動の趣旨の理解を深め、音楽祭で
は、市内小・中学校の吹奏楽部、市民団体の
参加により、多くの方が更生保護への周知を
図ることもでき、大変好評である。今後は市
の負担軽減のため、他団体への応援をお願い
ししていく。

1,875

市全額

関連行事（駅頭
宣伝、市民のつ
どい・音楽祭、
ポスター展）参
加者数

努力義務的
26年度以
降方向性

1,284

06-02-01

26年度以
降方向性

手段
・

内容

意図

対象 犯罪や非行のない社会を願う市民

市民への犯罪や非行のない社会への周
知。社会を明るくする運動の実施で
は、推進委員会の開催、7月に駅頭宣
伝活動及び市民のつどい・音楽祭、10
月の市民文化祭でポスター、習字展

931

その他（　  　　　　　）

説明欄：

891 2,917

現状維持
25年度以
降方向性

2,026

1,284

現状維持

説明欄：市内の犯罪を予防し地域社会の安全
及び住民福祉の向上を図る目的で保護司を更
生福祉協力員として委嘱している。
市内の小中学校の生活主任教諭との懇談会の
実施や社会を明るくする運動の開催。
社会を明るくする運動市民のつどい・音楽祭
では、運動の趣旨の理解を深め、音楽祭で
は、市内小・中学校の吹奏楽部、市民団体の
参加により、多くの方が更生保護への周知を
図ることもでき、大変好評である。今後は市
の負担軽減のため、他団体への応援をお願い
ししていく。

事業
形態

直営（委託無）

更生福祉協力員支援
事業

関連行事に参
加できると思
われる概ね5歳
以上の市民の
数

福祉総務課
福祉政策係

根拠
法令
等

自主的 義務的

一部補助有

保護司法
(市)東久留米市更生福祉協力員設置要綱

意図

手段
・

内容

357

297

一部補助有 市全額

297

300

東久留米市



平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

住みやすさを感じるまち 施策番号・名 6 生活の安全・安心の向上 基本事業番号・名 ０６－０２

指標 指標事務事業名

防犯対策の充実

一般財源分

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

指標

事務事業全体

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

46 2 2,356 必要性 3 有効性 3 達成度 4 効率性 4 必要性 3 有効性 3 達成度 4 効率性 4

施設管理課長
遠藤　毅彦

（団 体） （ 回 ） （ 灯 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 47 2 3,052

上乗 □ （団 体） （ 回 ） （ 灯 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 48 2 3,194

□ （団 体） （ 回 ） （ 灯 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

228,598 69 85 必要性 3 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 有効性 達成度 効率性

施設管理課長
遠藤　毅彦

（ ｍ ） （ 灯 ） （ ％ ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ ■ □ 228,327 46 96

上乗 □ （ ｍ ） （ 灯 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 228,357 52 93

□ （ ｍ ） （ 灯 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

116,015 1,939 1,939 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

施設管理課長
遠藤　毅彦

（ 人 ） （ 灯 ） （ 灯 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,414 1,777 1,777

上乗 □ （ 人 ） （ 灯 ） （ 灯 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 114,772 2,366 2,366

□ （ 人 ） （ 灯 ） （ 灯 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

2,131 11 1 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

子育て支援課長
相川　浩一

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 2,168 11 0

上乗 □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 2,368 10 0

■ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

現状維持
25年度以
降方向性

説明欄：

説明欄：本活動への協力世帯への「かけこみ
ハウス」の看板作成等に事業費を要してい
る。また、各エリアごとの会合の出席や資料
作成、協力世帯の現状確認に人件費を費やす
ところで、今後も本事業を継続するためには
財源の現状維持は必要である。

25年度以
降方向性

451

現状維持

25年度以
降方向性

現状維持

451

説明欄：

157

26年度以
降方向性

206206 2,013
説明欄：市民ボランティアの活動による事業
で、その必要性から市は活動のバックアップ
に努めている。
　かけこみハウスの協力世帯数が減少しない
ように努める必要がある。そのため、協力を
いただいている世帯はもとより、市民ボラン
ティアを中心に新たな協力世帯の登録を進め
ることが肝要である。

児童・生徒が痴漢や不審者等から危険
を感じたときに一時的に保護し、家庭
や学校等に連絡をとる「かけこみハウ
ス」協力家庭を推進する。

意図

かけこみハウ
ス協力世帯数

実施委員会等会
議開催件数

26年度以
降方向性

現状維持

2,163 2,320

2,219

157

努力義務的

市全額

かけこみハウス事業

事業
形態

1,831 2,282

対象 地域社会

手段
・

内容

①各中学校地区実施委員会の開催
②看板・ステッカーの作成配布
③かけこみハウス実施委員会会長連絡
会の開催06-02-08

子育て支援課
子育て支援係

根拠
法令
等

自主的 義務的

全額補助 一部補助有

市独自上乗せ（上乗・横出）

直営（委託無）

その他（市民ボランティア）

事件

各中学校地区「かけこみハウス」設置要綱

現状維持現状維持
25年度以
降方向性

説明欄：行財政改革ア
クションプラン１
（１）外部委託の拡大
・一部委託済み

現状維持

25年度以
降方向性

説明欄：行財政改革ア
クションプラン１
（１）外部委託の拡大

行財政改革アクション
プラン３（２）補助金
の適正化に向け検討中

現状維持

手段
・

内容

26年度以
降方向性

現状維持

7,011 1,501

514

暗がりをなくす

1,613

26年度以
降方向性

努力義務的

対象

説明欄：東京都市町村総
合交付金
交通安全対策特別交付金
を除いた額

6,308

説明欄：

68,365

26年度以
降方向性

25年度以
降方向性

61,847

防犯灯新設数

自治会・管理組合所有の防犯灯・装飾
灯の維持管理費に対する補助金交付事
業。自治会・管理組合及び装飾灯を所
有する団体に申請様式一式を送付。申
請期間中に申請を受け、必要書類内容
を確認し不足は持参指示

説明欄：行財政改革ア
クションプラン１
（１）外部委託の拡大
・一部委託済み

61,847

通報等で得た情報から、防犯灯修繕が
必要な現場の調査後、修繕分を取りま
とめ業者との契約により発注。工事終
了後業者に請求を催促し支払う。その
他光熱水費を支払う。 66,984

57,051

説明欄：市民からの通報により老朽化した防
犯灯の修繕（照明切れ）や電気料は増加傾向
にあり、事務事業として存続する必要はある
が、維持管理的業務であるため、外部委託を
図っていく必要がある。また、防犯灯整備事
業と共に、ＬＥＤ化を検討していく必要があ
る。

現状維持

5,708

事業
形態

直営（委託無）

意図
犯罪等に巻き込まれない安全な道路通
行をできるようにする。

57,051 62,759

防犯灯修繕数 防犯灯修繕数

5,137

市民人口（市
内道路通行者
は不特定多数
のため数値化
困難）

73,025

25年度以
降方向性

1,133

1,808

現状維持

1,122

説明欄：市道並びに一定規模以上の私道利用
者が安全に通行するため、防犯灯の新設が必
要であり、事務事業としては、存続する必要
がある。
今後は、環境に配慮したＬＥＤなどの効率の
良い器具の設置を検討する必要がある。
また、道路照明を含めた事務的処理を外部委
託し、設置の可否については市が担う仕組み
が必要である。

（国）道路法

68,365 4,660

市内道路を通行する人々及び設置個所
付近の市内居住者

対象

手段
・

内容一部補助有

自主的 義務的 努力義務的

06-02-07

施設管理課
道路河川施設担当

根拠
法令
等

市独自上乗せ（上乗・横出）

全額補助

06-02-06

施設管理課
道路河川施設担当

市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

根拠
法令
等

（国）道路法

直営（委託無）

事業
形態

その他（　　　　　　　　　　　　　）

義務的

一部補助有全額補助
防犯灯設置要
望対応率

19,658

9,0427,234

8,512

現状維持

21,2851,627

対象

手段
・

内容

市道と一定規模以上の私道

自主的

市民からの要望等による防犯灯新設に
かかる現場調査。業者との契約により
発注（新設の取りまとめ）工事終了後
業者が請求書を提出し支払う市全額

意図

7,363

26年度以
降方向性

7,175

説明欄：

25年度以
降方向性

6,849

所有している防犯灯等を適正に管理し
てもらう。

防犯灯・装飾灯を所有管理している自
治会・管理組合

6,782

補助金請求回数

570

市道と一定規
模以上の私道
（市道延長）

努力義務的

意図

市独自上乗せ（上乗・横出）

補助金の対象
となる防犯灯
の数

直営（委託無）

説明欄：犯罪の防止を図る上でも重要な施設
であり、存続する必要はある.助成金や要綱
の見直しについては、市が実施し、時期的な
受付業務を外部委託で行うことにより、人件
費を含めた経費の節減を図る必要はある。

474

7,175 7,745

補助金を申請
してきた自治
会・管理組合
の数

6,308

6,849

現状維持
26年度以
降方向性

東久留米市防犯灯等の維持管理費補助金事
務取扱要綱

一部補助有

その他（　　　　　　　　　　　　　）

06-02-05

施設管理課
道路河川施設担当

全額補助

自主的 義務的

防犯灯等維持管理支
援事業

防犯灯整備事業

事業
形態

根拠
法令
等

防犯灯等維持管理事
業

説明欄：犯罪の防止を図る上でも重要な施設
であり、存続する必要はある。助成金や要綱
の見直しについては、市が実施し、時期的な
受付業務を外部委託で行うことにより、人件
費を含めた経費の節減を図る必要がある。

説明欄：

26年度以
降方向性

現状維持

説明欄：市民からの通報により老朽化した防
犯灯の修繕（照明切れ）や電気料は増加傾向
にあり、事務事業として存続する必要はある
が、維持管理的業務であるため、外部委託を
図っていく必要がある。また、防犯灯整備事
業と共に、ＬＥＤ化を検討していく必要があ
る。

市全額

東久留米市


